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4研 究の概略

近年 の計算機 の性能 向上はめ ざ ましく、特 にプ ロセ ッサ単体 の性 能向上 には 目を見 張 る

ものが あ る。 しか し、 プロセ ッサの性能 向上の大 きな要因 であ る半導体 の性 能向上 も、 そ

の物理 的限界が取 りざた されてい る。一方 、 プロセ ッサの台数 を増加 させ るこ とに よって

性能 向上 を図 る並 列計 算機 の 開発 も進 んで お り、 プロセ ッサ数 が数 千 ～1万 台規 模 の

もの も開発 ・使用 され ている。だが、並列計 算機 に もい くつか 問題 があ る。 その …つ と し

て、並列 計算機の 有効利用の ほ とんどが科学技術 計算 であ るこ とが挙 げ られ る。 これは、

計算量 や使 用 メモ リ量の調節 が容 易 な点 や並 列化 の有効性 な どが その 主要 因であ る。

そ こで、次世代 向けの並 列計 算機 には

・ 科学技術 計算 以外 の アプ リケー シ ョンが高速 に処理 可能

・104個 以 上の プロセ ッサ

とい った要 求 を満 たす必要があ る と考 え、本研 究で は脳 の処理 お,よび脳型計算機 に着 目す

る。そ して、本研 究 の最終 目的 は脳型計 算機 を設 計 ・評価 す るこ とで、次世代 向け計算機

のための一 つの指 針 を示 す こ とである。

5研 究の成果

我 々の考 える脳 型計算機 は意味処理 を行 な うことので きる計 算機 で、科学技術用 のデ ー

タベ ースや知 識ベー スの構築 にお ける未解 決問題 を解析 し、多様 な意味 関係 を柔軟 に記述

可能 な均 質 化2部 グラ フ(H・m・genizedBipartiteM・del)[1】 を基 に、104～106台 の

プロ セ ッサ で構成 され る。 ここで の意味処 理 は情 報 生成(類 推 、帰 納推 論、仮 説推 論)、

問題解決 、意思決 定 とい った"思 考"を 意味 す る。
一般 的 なプ ロセ ッサ は我 々の意図す る意味 処理 を実装す るには不向 きであ る

。 したが っ

て、 この よ うな処理 に向い た革新的 なアーキテ クチ ャ仕 様の プ ロセ ッサ をフルカス タムで

開発す る こ とを考 えている。その ため 、以 下の2点 に分けて検討 ・開発 を行 う。
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● アーキテ クチ ャ仕様の検討

● 設計 ・開発環境 の整備

類推 、帰納推 論 、仮 説推 論、問題解決 、意思決定 とい った思考機 能の 実現の ため には、

各種 関係(同 値 、階層 、 因果関係 等)の 抽 出お よびその 関係 の表現 を どの よ うに実 現す る

かが重 要 であ る。 そ こで、現在 まで に同値 、階層 、因果 関係 抽 出の一 部 をC言 語 で実 装

し、最終 的 なアーキ テ クチ ャ仕様 の ための情報収 集 を行 ってい る。

後 者 の設計 ・開発 環境 の整備 に関 して は、方式 レベ ル記 述言語AIDL[2】 を用 い.た設計

を採 用 す る。AIDLは 設 計 目的 に合致 した よ り高性能 なプロセ ッサ を短期 間で効 率 良 く

設計 す る こ とを目的 と して開発 を行 って きたハ ー ドウェ ア記述 言語 で あ る。AIDLを 用

い た設 計環 境 と して は、処 理系(シ ミュ レー タ)お よび合 成系 の プロ トタ イブが完 成 して

お り 圖 、現 在脳型計 算機 の開発 に向けての さらな る拡張 を行 ってい る。

6今 後の課題

現在 も進行 中の アーキテ クチ ャ仕様 の検 討お よび設計 ・開発 環境整備 と ともに、並 列計

算機 にお いて非常 に重要 であ る ネッ トワー クに関 す る検 討 を行 う必要が あ る。我 々の提 案

す る脳型 計算機 の ネ ッ トワー クにおい ては特 に以 下の2点 に注意 を払 う必要 があ る。

● プ ロセ ッサ数が104～106台

● 規則 的 でない デー タ転送

特 にデー タ転送 に関 してはその処理 の性格上 、科学技術 計算 とは大 き く異 なる。最 も一

般 的 な転送 は、相 手先が規則的 でない1対1転 送(一 般的 にランダム転送 と呼 ばれ る もの

に近 い)で あ る と考 え られ る。 また、転送 デー タも数十 ～ 数MBと ば らつ くこ とが予測

さ れ る 。
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